
2024 年度 摂南大学 出題内容と学習のポイント 

英 語 公募制推薦入試 前期日程・後期日程 

●出題内容 
問題・解答用紙番号 6・11・18 

試験時間 60 分 

解答形式 マーク

難易度 

いずれの日程においても、使用されている語彙や問われている内容は標準的であ

り、分量的にも無理のないものである。広告文などの実用的な英文の読み取りに

も慣れておきたい。 

問題の内容（構成） 

前期日程（11/16・11/17 実施） 後期日程（12/15 実施） 

〔Ⅰ〕長文読解（340～390 語程度） 

〔Ⅱ〕適語句選択（文法、語法、語彙、イディオム） 

〔Ⅲ〕語句整序（文法、語法、イディオム） 

〔Ⅳ〕適文選択（対話文） 

〔Ⅴ〕広告文などの読解 

●学習のポイント

■長文読解

・同意語句選択問題は、問題集などを使って、同意語・同意表現の知識を増やしておくことが有効である。

・語義が不明でも、前後の文脈から意味が推測できる場合がある。そのため、長文読解の練習問題に取り組む際

は、意味がわからない単語でもすぐに辞書を引かず、文脈から意味を推測する練習をしておこう。

・パラグラフごとの設問に対応するため、長文読解の際には各パラグラフの要旨を読み取る練習をしておこう。 

・タイトルは、文章全体の内容と要点を含んでいる。そのため、まずは個々のパラグラフの要点をまとめ、それ

らから自分でタイトルをつける練習をするのも、タイトル選択問題の対策として有効である。

■適語句選択

・標準的な問題集に取り組むことで、基礎的な文法事項や語法、語彙などを身につけておこう。

・put up with と catch up with など、似た形をしているが意味の異なるものには特に注意し、その違いを整理

しておこう。

■語句整序

・問題集などを使って、標準レベルの文法や語法の知識を整理しておこう。

・関係詞や形式主語・目的語のような日本語には訳出されない文法事項には、特に注意して語順を押さえてお

く。

■適文選択（対話文）

・まずは、対話の場面で用いられる特有の頻出表現をしっかりと押さえる。

・個々の文の意味に加え、状況設定や、対話している人物の関係性を理解し、空所前後の会話の流れを読み取る

練習をしておこう。

■広告文などの読解

・広告などに特有の「人名・日付・時刻・固有名詞・料金・数値」などに注意して読む練習をしておこう。また、

それらの情報を整理しつつ、設問に取り組む練習も繰り返そう。

・図表に記載されている数値を読み取る設問や、簡単な計算を必要とする設問などもあるため、多くの類題に触

れることが重要である。



2024 年度 摂南大学 出題内容と学習のポイント 

英 語 一般選抜 前期日程（3 科目型、2 科目型） 

●出題内容

問題・解答用紙番号 26・38 

試験時間 70 分 

解答形式 マーク

難易度 

いずれの試験日においても、使用されている語彙や問われている内容は標準的で

あり、分量的にも無理のないものである。メール文と添付資料の読み取りの形式

にも慣れておきたい。 

問題の内容（構成） 

1/20・1/21 実施 

〔Ⅰ〕長文読解（320～350 語程度） 

〔Ⅱ〕適語句選択（文法、語法、語彙、イディオム） 

〔Ⅲ〕語句整序（文法、語法、イディオム） 

〔Ⅳ〕適文選択（対話文） 

〔Ⅴ〕メール・添付資料の読解 

●学習のポイント

■長文読解

・同意語句選択問題は、問題集などで同意語や同意表現の知識を増やしておこう。

・辞書を引いた際に、同意語や同意表現などあわせてチェックして学習することも有効である。

・語義が不明な語句については、前後の文脈から意味が推測できる場合があるので、長文読解でわからない単語

があったら、まずは前後関係から意味を推測する練習をしよう。

・パラグラフごとの設問に備え、日頃から各パラグラフの内容をまとめたり、要旨を書き出したりする練習をし

ておこう。

■適語句選択

・標準レベルの文法、語法、語彙、イディオムの問題に対応するために、基礎的な問題集に繰り返し取り組むこ

とが有効である。試験本番までに基礎的な知識はできるだけ身につけておこう。

■語句整序

・日頃から標準レベルの文法や語法、イディオムについての知識を整理しておこう。

・英語特有の表現である無生物主語構文などの出題に備え、問題集などを使って練習しよう。

■適文選択（対話文）

・対話の頻出表現をしっかりと覚えよう。

・省略や、否定疑問文の答えに No を用いた場合の意味など、英語特有の表現を整理しておこう。

・対話が行われている状況や、話者の関係をとらえ、空所前後の会話がどのように続いているか、正確に読み取

る練習をしておこう。

■メール・添付資料の読解

・読解のヒントや根拠となる場合があるため、件名や日付など、英文メールの形式を理解しておこう。

・最初に設問を読んで何が問われているのかを把握してから、該当箇所を探しつつ読む練習をしておくことも有

効である。



2024 年度 摂南大学 出題内容と学習のポイント 

英 語 一般選抜 中期日程 

●出題内容
 

問題・解答用紙番号 47・52 

試験時間 70 分 

解答形式 マーク

難易度 
使用されている語彙や問われている内容は標準的であり、分量的にも無理のない

ものである。案内文やメール文などの実用的な英文にも慣れておきたい。 

問題の内容（構成） 

〔Ⅰ〕長文読解（330～360 語程度） 

〔Ⅱ〕適語句選択（文法、語法、語彙、イディオム） 

〔Ⅲ〕語句整序（文法、語法、イディオム） 

〔Ⅳ〕適文選択（対話文） 

〔Ⅴ〕案内文・メールの読解 

●学習のポイント
 
■長文読解

・同意語句選択問題は、問題集などを利用し、同意語・同意表現の知識を整理しておこう。

・日頃から多くの英文を読むことで語彙力をつけておこう。

・英文を読む際は、意味がわからない語句については、すぐに辞書に頼らず、文脈から意味を推測する練習もし

ておこう。

・パラグラフごとに設問があるので、日頃からそれぞれのパラグラフの要旨を読み取る練習をしておこう。

■適語句選択

・出題されるのは標準レベルの文法、語法、語彙、イディオムである。問題集に繰り返し取り組み、基礎的な文

法事項や語法、イディオムを身につけておこう。

■語句整序

・適語句選択の問題対策と同様に、標準レベルの問題集で、基礎的な文法や語法、イディオムの知識を整理して

おこう。

・英語的な語順に慣れておくため、語句整序に特化した問題集などで、さまざまな問題に触れておこう。

■適文選択（対話文）

・まずは、対話特有の表現を対話集などで整理しておこう。

・対話が行われている状況や、人物どうしの関係から、空所前後の会話の流れをとらえる練習をしておこう。

■案内文・メールの読解

・案内文は、与えられた数字や固有名詞、場所などを整理して読む練習をしておこう。

・メールは件名などから内容を推測したり、送信者と返信者の関係をつかみ、メールの目的を読み取ったりする

練習をしておこう。

・最初に設問を読んで何が問われているのかを把握してから、該当箇所を探しつつ読む練習をしておくことも有

効である。

・いずれも、通常の読解問題ではなく、案内文やメールなどの形式を扱った問題に取り組み、出題に慣れておく

ことが必要である。



2024 年度 摂南大学 出題内容と学習のポイント 

英 語 一般選抜 後期日程 

●出題内容
 

問題・解答用紙番号 54 

試験時間 70 分 

解答形式 マーク

難易度

使用されている語彙や問われている内容はやや易～標準レベルであり、

分量的にも無理のないものである。メールのやり取りなどの実用的な英

文にも慣れておきたい。 

問題の内容（構成）

〔Ⅰ〕長文読解（350 語程度） 

〔Ⅱ〕適語句選択（文法、語法、語彙、イディオム） 

〔Ⅲ〕語句整序（文法、語法、イディオム） 

〔Ⅳ〕適文選択（対話文） 

〔Ⅴ〕メールの読解 

●学習のポイント

■長文読解

・同意語句選択問題は、問題集などを使って、同意語・同意表現の知識を増やしておくことが有効である。

・日頃から長文を多読して語彙力をつけておこう。また、語義が不明な語句については、文脈から意味が推測で

きる場合があるので、わからない単語があってもすぐに辞書に頼らず、どんな意味かを推測する練習もしてお

こう。

・パラグラフごとに設問があるので、日頃から各パラグラフの要旨を読み取る練習をしておこう。

・パラグラフを読むごとに問題を解く練習も有効である。その際、答えの根拠となる箇所が本文のどこに書かれ

ているかを明確にするために、下線を引く習慣をつけておくとよい。

■適語句選択

・標準レベルの文法、語法、語彙、イディオムの問題が出題されているため、問題集に繰り返し取り組み、基礎

的な文法事項や語法、イディオムを身につけておこう。

■語句整序

・日頃から標準レベルの文法や語法、イディオムの知識を整理しておこう。

・日本語の直訳では語順を間違える可能性のある無生物主語構文などの出題に備え、語句整序に特化した問題集

などで、その出題に慣れておこう。

■適文選択（対話文）

・まずは、対話の頻出表現をしっかりと整理しておこう。

・対話文の状況設定や、対話している人物の関係性を理解し、空所の前後の会話の流れを正確にとらえる練習を

しておこう。

■メールの読解

・メールのやり取りのような、２者間での文章を扱った問題に多く取り組んでおこう。

・最初に設問を読んで何が問われているのかを把握してから、該当箇所を探しつつ読む練習をしておくことも有

効である。


